
議会報告会を開催しました
平成26年度の議会報告会を11月21日（金）19時から海田公民館で開催しました。

会議例定告報会議 会

　

今
回
の
議
会
報
告
会
は
９
月
議
会
で
付
託
さ
れ
た
平

成
25
年
度
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
議
状

況
に
つ
い
て
副
委
員
長
か
ら
、
今
年
度
の
主
な
活
動
内

容
に
つ
い
て
担
当
す
る
各
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
報

告
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
保
育
所
整
備
特
別
委
員
会
か
ら
町
立
の
４
保

育
所
の
う
ち
老
朽
化
し
て
い
る
３
保
育
所
を
統
合
し
、

現
在
の
幸
保
育
所
を
新
保
育
所
と
し
て
整
備
し
、
平
成

29
年
度
よ
り
開
所
す
る
予
定
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
庁
舎
・
連
立
特
別
委
員
会
か
ら
、
5
月
30

日
の
高
垣
県
副
知
事
に
よ
る
現
地
視
察
に
お
い
て
町
の

現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
当
初
計
画
ど
お
り
の
事

業
実
施
を
推
進
す
る
よ
う
議
員
全
員
で
要
望
し
た
と
報

告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
防
止
対
策
等
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
、

串
掛
林
道
沿
い
の
宅
地
造
成
工
事
に
お
い
て
、
地
区
住

民
の
方
々
の
安
全
を
よ
り
確
保
す
る
方
策
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
可
能
か
調
査
・
検
討
し
た
と
報
告
し
ま
し

た
。

　

報
告
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
東
広
島
バ
イ
パ
ス
の
国

へ
の
要
望
は
全
議
員
で
行
く
べ
き
、
災
害
危
険
箇
所
調

査
の
結
果
を
教
え
て
ほ
し
い
、
議
員
は
も
っ
と
行
事
に

参
加
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

久留島元生議長は、採決に加わりません。
※１　�議長欠席により西山副議長は、代理として議長の職務を行っていたため、採決には加わっていません。
※２　修正案が可決されたため、議決不要となりました。

審議した議案と各議員の賛否 （平成26年12月定例会）

全会一致で可決した議案

○は賛成、×は反対を表しています。

議員名

議案名

大
髙
下
光
信

大
江
康
子

兼
山
益
大

下
岡
憲
国

住
𠮷
秀
公

宗
像
啓
之

桑
原
公
治

岡
田
良
訓

西
田
祐
三

多
田
雄
一

宮
坂
二
郎

西
山
勝
子

崎
本
広
美

前
田
勝
男

佐
中
十
九
昭

審
議
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

町道の路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決 3

庁舎建設場所について町民の意思を問う住民投票
条例の一部を改正する条例案に対する修正案 × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ※

１ ○ ○ ○ 可決 2

庁舎建設場所について町民の意思を問う住民投票
条例の一部を改正する条例の制定 ※2 修正

可決 2

議　案　名 ページ

人権擁護委員の推薦 2
固定資産評価審査委員会委員の選任の同意 2
教育委員会委員の任命の同意 2
専決処分をした事件の承認
平成26年度一般会計補正予算（第３号） —

平成25年度決算の認定 6−7
平成25年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定 6−7

公の施設の指定管理者の指定 3
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定 —

議　案　名 ページ

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例の制定 —

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 —
国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定	 —

平
成
26
年
度

一般会計補正予算（第４号） 3
公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） —
国民健康保険特別会計補正予算（第２号） —
介護保険特別会計補正予算（第３号） —
水道事業会計補正予算（第２号） —

宅地造成に関する工事及び許可申請の慎重審査を求
める意見書案	 4

今後も開かれた議会をめざして
定期的に報告会を開催する予定です。
皆さん、ぜひご参加ください。

埋め立て予定地この場所です

串串

掛掛

林林

道道

　
平
成
26
年
５
月
21
日
付

け
で
海
田
町
で
受
け
付

け
、
６
月
５
日
に
広
島
県

西
部
建
設
事
務
所
へ
進
達

し
、
10
月
８
日
付
け
で
許

可
さ
れ
た
三
迫
一
丁
目
１

０
６
４
番
の
一
部
ほ
か
９

筆
、
面
積
３
，
２
７
１
．

３
８
平
方
メ
ー
ト
ル
の
宅

地
造
成
に
関
す
る
工
事
は

土
石
流
危
険
渓
流
と
し
て

公
表
さ
れ
て
い
る
谷
筋
を

大
規
模
に
盛
土
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣

住
民
の
方
々
か
ら
集
中
豪

雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害
の

発
生
に
対
す
る
強
い
懸
念

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
特
に
本
年
８
月
20
日
に

広
島
市
で
発
生
し
た
豪
雨

災
害
を
は
じ
め
、
近
年
、

各
地
で
従
来
の
想
定
を
超

え
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
が
発
生
し
、
国
に
対
し

て
各
所
か
ら
法
の
見
直
し

に
つ
い
て
の
要
望
が
な
さ

れ
、
そ
れ
を
受
け
、
国
に

お
い
て
は
「
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂

災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
を
改
正
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
工
事
箇
所
が
現
行

の
基
準
を
満
た
し
て
お
り

宅
地
造
成
と
し
て
の
許
可

を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
と

し
て
も
、
本
工
事
が
土
砂

災
害
の
危
険
性
を
助
長
す

る
も
の
で
あ
る
と
住
民
が

危
惧
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
使
命
の
あ
る
町
議

会
と
し
て
も
、
こ
れ
を
看

過
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
、事
業
者
に
対
し
て
、

盛
土
全
体
の
安
定
性
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
近
隣

住
民
に
十
分
納
得
の
い
く

説
明
を
行
う
よ
う
強
く
指

導
す
る
こ
と
及
び
今
後
同

様
の
宅
地
造
成
に
関
す
る

工
事
許
可
申
請
に
つ
い
て

も
、
特
段
の
配
慮
を
も
っ

て
慎
重
に
審
査
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

意
見
書
全
文

宅地造成に関する意見書
全会一致で可決 広島県へ送付

海田南小学校

道祖園

西
自
治
会
館

埋め立て予定地

　
民
間
事
業
者
に
よ
る
団
地
の

開
発
、
そ
れ
に
伴
う
土
砂
の
搬

出
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
そ
の
搬
入
先
で
あ
る
串

掛
林
道
沿
い
の
土
地
が
、
県
が

公
表
す
る
土
石
流
危
険
渓
流
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
10
月
24
日

に
災
害
防
止
対
策
等
調
査
特
別

委
員
会
を
開
き
、
町
執
行
部
か

ら
、
宅
地
造
成
の
盛
土
と
し
て

の
許
可
基
準
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
許
可
権
者
は
県

知
事
で
あ
り
10
月
８
日
付
け
で

許
可
が
下
り
て
い
る
こ
と
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
近
隣
住
民
の
方
々
の
不
安
は

強
く
、
ま
た
議
会
と
し
て
も
こ

の
問
題
を
看
過
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
法
的
に
は
必
要

な
い
の
で
す
が
、
近
隣
住
民
に

十
分
納
得
の
い
く
説
明
を
行
う

よ
う
、
事
業
者
に
対
し
強
く
指

導
す
る
こ
と
を
県
に
求
め
る
意

見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。 災

害
防
止

対
策
等
調
査

特
別
委
員
会
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